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沿岸透明度と親水利用の関係 

 
 沿岸透明度と親水利用の関係について把握するため、公共用水域において地方自治体が透

明度の測定を行っている地点のうち、利用目的が把握できたものについて整理を行った。 
 
１． 湖沼 

 測定地点およびその周辺における親水利用の有無について、その地点数を図１に、親水利

用の種類ごとの地点数を図２に示す。図１より、透明度のデータが存在する測定点およびそ

の周辺において、親水利用が行われている水域は多いと考えられる。また、図２より、湖沼

では水に直接触れる親水利用は少なかった。 

 
図１ 測定地点と親水利用の有無について（湖沼） 

 

 
図２ 親水利用の種類と測定地点数について（湖沼） 

※把握しているもののみ記載 

※重複あり 

参考資料２ 
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次に、以下のとおり、透明度の数値ごとの親水利用の種類について、測定地点数を表１に

示す。また、それぞれの親水利用と透明度の関係について、図３から図７に示す。なお、②

眺望（景観）は①自然環境保全に含めるとともに、把握された地点数が大幅に少なかった③

ダイビング、④水中展望、⑤水浴については省く。 
 透明度のデータが存在する測定地点の多くが透明度５ｍ未満であることから、全体として

も透明度５ｍ未満における親水利用が行われている地点数が多い。 
 

表１ 透明度別親水利用の種類と測定地点数について（湖沼） 

透明度（ｍ） 

①自然

環境保

全 

②眺望

（景観） 

③ダイ

ビング 

④水中

展望 
⑤水浴 ⑥親水 ⑦散策 ⑧釣り ⑨船 

全デー

タ数 
※ 

0～1 未満 25 7 0 0 0 13 14 15 12 42 

1～2 未満 40 38 0 0 0 20 40 41 31 65 

2～3 未満 35 34 0 0 4 9 32 35 20 75 

3～4 未満 26 26 0 0 0 10 29 28 27 39 

4～5 未満 10 8 0 0 0 5 13 10 11 16 

5～6 未満 5 7 0 0 0 2 6 6 5 8 

6～7 未満 5 6 0 0 0 4 6 6 3 7 

7～8 未満 8 4 0 0 0 0 5 7 5 8 

8～9 未満 10 10 0 0 0 0 5 5 10 10 

9～10 未満 4 4 0 0 0 3 3 3 4 4 

10～11 未満 3 3 0 0 0 3 3 5 5 12 

11 以上 8 8 1 1 0 4 6 6 7 9 

合計 179 155 1 1 4 73 162 167 140 295 

※全データ数は、透明度データが存在する全ての地点数であり、親水利用が行われていない地点を含む。 
 
※①～⑨の親水利用とは、以下の行為を想定している。 

① 自然環境保全：自然再生活動、環境教育、自然探勝等が行われている。 

※資料５に示す自然環境保全のように、海域公園地区に限定したものではない。 

② 眺望（景観）：海岸又は湖岸からの視覚的な側面としての利用がある。 

③ ダイビング：ダイビングポイントが存在している。 

④ 水中展望：グラスボート、シュノーケリング、水中展望台など、水中を見る行為を目的とする 

利用がある。 

⑤ 水浴：水浴場が存在している。 

⑥ 親水（水遊び）：泳ぐことはしないが、水には触れるといった利用がある（潮干狩り、親水公 

園等）。  

⑦ 散策：水には触れないが（触れる可能性はあるが、主たる目的ではない）、周辺を散策するな  

ど、水面を眺めるといった利用がある（キャンプ、サイクリングなども含まれる）。 

⑧ 釣り：岸で釣りを行う、又は船を用いて釣りを行う（釣り場や釣りのための船の貸し出しがあ 

る）。 

⑨ 船：ボート、ヨット、遊覧船等による海面もしくは湖面の利用がある（ボート貸し出し、定期 

遊覧船の運航がある）。 
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図３ 透明度と親水利用の関係 ①自然環境保全・②眺望（景観）（湖沼） 

 

 
図４ 透明度と親水利用の関係 ⑥親水（湖沼） 

平均値：３．７ｍ 

平均値：３．７ｍ 
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図５ 透明度と親水利用の関係 ⑦散策・⑧釣り（湖沼） 

 

 
図６ 透明度と親水利用の関係 ⑨船（湖沼） 

 
 

平均値：３．７ｍ 

平均値：４．３ｍ 
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図７ 透明度と親水利用の関係（湖沼） 

 
湖沼については、全体として目立った傾向は見えにくいが、親水利用が行われていること

が把握された多くの地点で直接水に触れない種類の親水利用が行われている。また、データ

数は少ないものの、直接水に触れ、水中の眺めを楽しむ③ダイビング、④水中展望が行われ

ている地点は、透明度が 11ｍ以上であった。また、⑤水浴が行われている地点は、透明度

が２ｍ以上～３ｍ未満であった。 
 
２． 海域 

 測定地点およびその周辺における親水利用の有無について、その地点数を図８に、親水利

用の種類ごとの地点数を図９に示す。図８より、透明度のデータが存在する測定点およびそ

の周辺において、親水利用が行われている水域は多いと考えられる。また、図９より、海域

では、他と比べて釣りの利用が多い。 

 
図８ 測定地点と親水利用の有無について（海域） 

※把握しているもののみ記載 
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図９ 親水利用の種類と測定地点数について（海域） 

 
 

次に、以下のとおり、透明度の数値ごとの親水利用の種類について、測定地点数を表２に

示す。また、それぞれの親水利用と透明度の関係について、図 10 から図 19 に示す。透明

度０ｍ以上～１ｍ未満のデータについては、測定地点全体のデータ数が他と比べて大幅に少

ない。 
 

表２ 透明度別親水利用の種類と測定地点数について（海域） 

透明度（ｍ） 

①自然

環境保

全 

②眺望

（景観） 

③ダイ

ビング 

④水中

展望 
⑤水浴 ⑥親水 ⑦散策 ⑧釣り ⑨船 

全デー

タ数 

0～1 未満 8 6 6 2 4 8 10 9 9 12 

1～2 未満 22 30 4 3 33 8 19 27 16 142 

2～3 未満 38 41 6 5 20 32 49 99 57 244 

3～4 未満 43 58 10 5 34 37 37 119 39 257 

4～5 未満 42 57 7 8 23 46 41 126 49 223 

5～6 未満 51 64 12 5 27 51 53 113 45 228 

6～7 未満 37 46 6 3 13 36 31 70 33 156 

7～8 未満 38 55 19 4 16 43 30 72 29 132 

8～9 未満 30 42 19 4 19 39 25 48 25 107 

9～10 未満 22 24 12 5 11 23 17 26 16 62 

10～11 未満 8 11 5 3 8 8 9 13 7 32 

11～15 未満 38 41 23 17 24 34 21 45 29 115 

15～20 未満 13 15 12 7 13 15 12 16 9 20 

20 以上 4 3 3 2 0 3 0 3 0 4 

合計 394 493 144 73 245 383 354 786 363 1734 

 
※全データ数は、透明度データが存在する全ての地点数であり、親水利用が行われていない地点を含む。 
※①～⑨の親水利用は、表１下部に記載のとおり。 

※重複あり 
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図 10 透明度と親水利用の関係 ①自然環境保全（海域） 

 

 

 
図 11 透明度と親水利用の関係 ②眺望（景観）（海域） 

平均値：６．５ｍ 

平均値：６．５ｍ 
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図 12 透明度と親水利用の関係 ③ダイビング（海域） 

 

 

 
図 13 透明度と親水利用の関係 ④水中展望（海域） 

平均値：８．５ｍ 

平均値：８．６ｍ 
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図 14 透明度と親水利用の関係 ⑤水浴（海域） 

 

 

 
図 15 透明度と親水利用の関係 ⑥親水（海域） 

平均値：６．２ｍ 

平均値：６．９ｍ 
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図 16 透明度と親水利用の関係 ⑦散策（海域） 

 

 

 
図 17 透明度と親水利用の関係 ⑧釣り（海域） 

 

平均値：５．９ｍ 

平均値：５．８ｍ 
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図 18 透明度と親水利用の関係 ⑨船（海域） 

 

 

 
図 19 透明度と親水利用の関係（海域） 

 

 海域については、湖沼に比べて直接水に触れる親水利用が行われている地点の割合が高か

った。このうち、水中の眺めを楽しむ③ダイビングや④水中展望については、他の親水利用

行為と比べて高い透明度（ともに平均８ｍ以上）が見られる地点で行われている。 

平均値：５．９ｍ 
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